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装置・デバイス・ものづくり・情報 

ユビキタスで日々の健康管理調査が可能な生化学検査デバイスの開発

研究 

概要 

μTAS(Micro Total Analysis System)は、数センチ角のプラスチックやガラスを材料とするマイクロチ

ップ上に、数十～数百 μm の幅や深さでマイクロ流路を形成し、生化学検査を行うバイオチップで

す。本研究の目的は、毎日自分で血液検査できるマイクロ診断チップの開発です。 
 

 理工学部 生体医工学科 

吉田 善一 教授 Yoshikazu Yoshida 

研究キーワード：予防医学 血液検査 

URL： http://researchmap.jp/read0068090 
 

研究シーズの内容 

これまでの開発の中で、レーザ溝加工とラミネート加工を組み合わせた高分子マイクロ流体デバイ

ス(図１)を作製することで、血球計測や赤血球変形能などが計測できる血液検査用マイクロチップを

考案しました(特開 2002-290576、2004-167607、特許 4392517）。また、ポンプなどの複雑な

外部機器をなくすために、位置エネルギーを利用して血液の送液を行う重力駆動方式も考案しまし

た(特許 4310486)。これらの技術により、ワンチップ上に送液機構、血球計測、変形能検査を統合

した簡易・高速な血液検査の可能性も実証しました。また、重力駆動方式の応用として、少し幅広

(例えば 200μm)で浅い(例えば 40μm）のマイクロ流路を作製し、血液流れに重力を作用させれ

ば、その流路の幅方向に現れる上澄みである血漿成分を簡単に観察・回収できることも実証しまし

た(特開2008-188124)。例えば、無痛針による自己採血システムと簡易血漿分離システムを組み

合わせた１０ｍｍ角の μTAS を作製しました(図２)。 

 

 

活用例・産業界へのアピールポイント 

医療機器、健康医療、環境分析 

 

特記事項(関連する発表論文・特許名称・出願番号等) 

●特許 4392517「微小量採血装置およびそれを用いたマイクロ流体素子」、他多数 

図１ μTAS作製方法 図２ 採血＆重力利用血漿分離デバイス
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環境保全・浄化・省エネ 

光害の視点からの環境教育、光環境評価、照明適正化 

研究 

概要 

節電や地球温暖化防止の観点、および LED 照明の急速な普及により、夜間の照明環境の在り方が

注目を浴びています。エネルギー消費を抑え、地球環境に調和した照明の使い方を普及させること

を目指し、光害の調査・啓発活動を進めています。 
 

 経営学部 経営学科 

越智 信彰 准教授 Nobuaki Ochi 

研究キーワード：環境教育 光害 国際ダークスカイ協会 夜間照明 

URL： http://hikarigai.net/ 
 

研究シーズの内容 

 光害（ひかりがい、こうがい）とは、町中の過剰・不適切な人工光により引き起こされている環境問

題や社会問題の総称です。具体的には、エネルギーの浪費、動物の生態や農作物への影響、人体

のホルモンバランスの乱れやガンの誘因、天体観測への影響などが挙げられます。人工照明による

多方面への影響を、環境教育の立場から調査研究し、その教材化と一般市民への啓発活動を展

開することを目指しています。2013 年 1 月には、世界規模の光害啓発組織「国際ダークスカイ協

会」の東京支部を設立し、国内の照明デザイナー・天文研究者・生物学者のみならず、欧米の研究

者とも共同で活動を進めています。詳細はウェブサイト「光害.net」(http://hikarigai.net/)および「国

際ダークスカイ協会東京支部」（http://idatokyo.org/）をご参照ください。 

 

宇宙から見た夜の地球 
Credit: C. Mayhew & R. Simmon (NASA/GSFC), NOAA/NGDC, DMSP Digital Archive 

 

活用例・産業界へのアピールポイント 

屋外照明の環境影響評価、照明適正化（光害の観点から） 

美しい星空の観光資源化、その環境整備（光害調査、地域への啓発、条例制定支援） 

 

特記事項(関連する発表論文・特許名称・出願番号等) 
朝日新聞 2015 年 2 月 8 日オピニオン面「私の視点」 http://www.asahi.com/articles/DA3S11592307.html 
ＩＤＡ東京「八重山諸島、国内初のダークスカイプレイス認定を目指す」 http://idatokyo.org/?p=392 


